
知
床
国
立
公
園
地
域

の
た
ど

っ
た
道

シ

レ
ト
ク

・
大
地

の
果

て
か
ら
世
界
自
然
遺
産

へ

中

1

兀

(なかがわ はじめ)

斜里町立知床博物館 館長

18

は
じ
め

に

昨
年

(二
〇
〇
三
年
)

一
月
、
口
本
政
府
は

ユ
ネ
ス
コ

の
世
界
遺
産
委
員
会
事
務
局

へ
知
床
の
世
界
自
然
遺
産
登

録
推
薦
書
を
提
出
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
現
地
調
査
と

審
査
を
担
当
す
る
国
際
自
然
保
護
連
合

(I
U
C
N
)
の

デ
ビ
ッ
ト

・
シ
ェ
パ
ー
ド
保
護
地
域
部
長
が
来
日
、
七
月

二
〇
日
か
ら
知
床
で
現
地
調
査
を
行

っ
た
。
現
地
調
査
は

七
日
間
に
渡
り
、
知
床
連
山
の
縦
走
、
船
に
よ
る
沿
岸
部

の
調
査
、

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
空
か
ら
の
推
薦
地
全
体

の
調
査
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
各
分
野
の
専
門
家
か

ら
の
聞
き
取
り
調
査
、
地
元
団
体
か
ら
の
聞
き
取
り
や
意

見
交
換
な
ど
も
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
こ
れ
に
先
立
ち
動
植

物
や
海
洋
、
河
川
の
専
門
家

一
六
名
か
ら
な
る
知
床
世
界

自
然
遺
産
候
補
地
科
学
委
員
会
が
発
足
し
、
第

一
回
の
会

合
が
七
月
八
日
に
羅
臼
町
で
開
か
れ
た
。
科
学
委
員
会
は

科
学
的
な
デ
ー
タ
に
基
づ
き
推
薦
地
域
の
管
理

に
必
要
な

助
言
を
与
え
る
機
関
で
あ
る
。
知
床
の
現
地
調
査
を
終
え

ス
イ
ス
の
I
U
C
N
本
部
に
戻

っ
た
シ
ェ
パ
ー
ド
部
長
か

ら
八
月
に
環
境
省
の
小
野
寺
自
然
環
境
局
長
宛

に
書
簡
が

届
き
、
推
薦
地
の
海
域
部
分
と
河
川
工
作
物
に
つ
い
て
の

コ
メ
ン
ト
が
あ
り
回
答
を
求
め
ら
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て

日
本
政
府
は
回
答
を
ま
と
め
、
海
域

に
つ
い
て
は
資
源
管

理
や
産
卵
魚
保
護
の
た
め
の
方
策
を
厳
し
く
行

っ
て
い
る

こ
と
や
、
多
利
用
型
統
合
的
海
域
管
理
計
画
を
策
定
す
る

こ
と
、
河
川
で
は
サ
ケ
マ
ス
遡
上
と
産
卵
状
況
の
調
査
を

継
続
し
て
い
る
こ
と
や
、
設
置
の
必
要
な
箇
所
に
は
魚
道

な
ど
を
設
置
す
る
計
画
で
あ
る
こ
と
等
を
伝
え
た
。
I
U

C
N
は
こ
の
回
答
を
検
討
し
た
上
で
、
知
床
の
重
要
性
は

陸
域
と
海
域
の
構
成
要
素
の
相
互
関
係
に
支
え
ら
れ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
と
し
、
二
月
に
書
簡
を
送
り
二
項
目
に
つ

い
て
見
解
を
求
め
て
き
た
。
そ
れ
は
海
域
管
理
計
画
策
定

の
促
進
と
規
定
の
強
化
、
及
び
推
薦
地
の
海
域
部
分
の
拡

張
で
あ
る
。
現
在

(二
〇
〇
五
年
二
月
末
時
点
)
こ
れ
に

対
し
て
新
た
な
方
策
の
検
討
な
さ
れ
て
い
る
最
中

で
あ

る
。
推
薦
に
関
す
る
資
料
の
提
出
は
三
月
末
が
期
限
で
あ

り
、
そ
れ
ま
で
に
回
答
を
提
出
し
、
世
界
遺
産
委
員
会
の

審
査
を
待

つ
こ
と
に
な
る
。
現
在

一
七
七
あ
る
自
然
遺
産

の
う
ち
海
域
を
含
む
も
の
は
二
割
も
無

い
。
こ
の
た
め
ー

U
C
N
は
海
域
の
登
録
に
強
い
関
心
を
示
し
て
い
る
。
こ

の
課
題
を
ク
リ
ア
す
る
事
が
登
録
の
要
件
で
あ
る
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
く
、
知
床
の
遺
産
登
録
は
予
断
を
許
さ
な

い
展
開
に
な
っ
て
い
る
。
知
床
の
海
は
漁
業
を
行
い
な
が

ら
資
源
を
守
る
海
域
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は

持
続
的
漁
業
の
視
点
か
ら
も
プ
ラ
ス
に
な
る
は
ず
だ
。
い

ず
れ
に
せ
よ
今
年
六
月
に
南
ア
フ
リ
カ
で
開
催
さ
れ
る
世

界
遺
産
委
員
会
で
登
録
の
可
否
が
決
定
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
現
時
点
で
は
登
録
の
可
否
は
全
く
流
動
的

で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
世
界
自
然
遺
産
候
補
に
な
る
ま
で

の
知
床
の
た
ど

っ
た
道
を
振
り
返

っ
て
み
た
い
。
自
然
遺

産
登
録
が
実
現
し
た
際
の
今
後
の
具
体
的
保
護
管
理
の
あ

り
方
を
考
え
る
上
で
、
ま
た
不
幸
に
も
遺
産
登
録
が
見
送

ら
れ
た
場
合
に
は
今
後
の
知
床
の
あ
り
方
を
考
え
る
上
で

も
、
知
床
の
歴
史
を
振
り
返
る
こ
と
は
無
駄
で
は
な
い
だ

ろ
う
。

ア
イ
ヌ
語
で
シ
レ
ト
ク

(大
地
の
果
て
る
と
こ
ろ
)
と

名
付
け
ら
れ
た
こ
の
地
域
に
は
先
史
時
代
か
ら
人
の
営
み

が
あ
り
、
明
治
以
降
は
資
源
に
恵
ま
れ
た
半
島
と
し
て
開



拓
の
試
み
ら
れ
た
土
地
で
も
あ
る
。
現
在
、
世
界
自
然
遺

産
候
補
地
と
な

っ
た
知
床
半
島
の
中
央
か
ら
先
端
部
に
か

け
て
の
エ
リ
ア
、
知
床
国
立
公
園
に
遠
音
別
岳
原
生
自
然

環
境
保
全
地
域
と
知
床
森
林
生
態
系
保
護
地
域
を
加
え
た

エ
リ
ア
の
開
拓
と
保
護
の
歴
史
を
た
ど
っ
て
み
た
い
。

こ
の
地
域
の
歴
史
は
大
き
く
四
つ
に
区
分
す
る
こ
と
が

で
き
る
。第

一
期
は
縄
文
時
代
か
ら
ア
イ
ヌ
文
化
期
ま
で
、

す
な
わ
ち
自
然
の
恵
み
中
で
自
然
と
共
生
し
た
人
間
の
時

代
。
第
二
期
は
開
拓
の
時
代
で
近
世
の
場
所
請
負
制
度
の

開
始
か
ら
昭
和
三
〇
年
代
の
終
わ
り
ま
で
。
第
三
期
は
開

発
か
ら
保
護
地
域

へ
の
移
行
期
で
知
床
国
立
公
園
指
定
か

ら
知
床
国
有
林
伐
採
問
題
ま
で
。
第
四
期
は

一
九
九
〇
年

の
森
林
生
態
系
保
護
地
域
指
定
以
降
現
在
ま
で
の
知
床
が

保
護
区
と
し
て
の
機
能
を
整
え
た
時
代
で
あ
る
。

第

一
期

知
床
半
島
は
八
六
〇
万
年
前
に
始
ま
る
第

三
紀
の
火
山

活
動
に
よ

っ
て
で
き
た
半
島
だ
。
数
万
年
前

か
ら
現
在
に

続
く
第
四
紀
の
火
山
活
動
に
よ
っ
て
海
別
岳
か
ら
知
床
岳

に
至
る
現
在
の
山
脈
の
形
が
で
き
あ
が

っ
た
。
険
し
く
美

し
い
自
然
景
観
は
火
山
活
動
に
よ
る
も
の
だ
。
そ
こ
に
は

縄
文
早
期

(約
八
○
○
○
年
前
)
か
ら
人
の
活
動
の
跡
が

残
さ
れ
て
い
る
。
続
縄
文
時
代
を
経
て
擦
文
時
代
と
続
く

が
、
同
時
代
に
サ
ハ
リ
ン
か
ら
渡

っ
て
き
た
オ
ホ
ー
ツ
ク

人
は
流
氷
の
海
で
鯨
や
海
獣
類
を
追

っ
て
い
た
民
族
だ
。

知
床
岬
の
段
丘
上
に
は
数
十
の
縦
穴
住
居
跡
が
あ
る
が
こ

こ
は
続
縄
文
時
代
や
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
期
の
も
の
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
続
く
ア
イ
ヌ
文
化
期
、
人
々
は
自
然
と
共

生
す
る
文
化
を
築
き
半
島
内
に
数
多
く
の
ア
イ
ヌ
地
名
を

残
し
た
。
現
代
の
我
々
は
ア
イ
ヌ
地
名
を
解
釈
す
る
こ
と

で
当
時
の
自
然
の
様
子
や
ア
イ
ヌ
民
族
の
生
活
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
。
近
世
に
な
り
、
和
人
の
記
録

か
ら
シ
レ
ト

コ

(知

床

岬

付

近

)

や

ル
シ

ャ
、

ウ

ト

ロ
な

ど

に
ア

イ

ヌ

コ
タ

ン

が
あ

っ
た

こ
と

が

わ

か
る

。
斜

里

に
関

す

る
最

も

古

い
記

録

で
あ

る

「
津
軽

一
統
誌

」

に
は
寛

文

九
年

(
一

六

六

九
年

)

の

ア
イ

ヌ

民
族

の
蜂

起

で
あ

る

シ

ャ
ク

シ

ャ

イ

ン
の
乱

に

ル

シ

ャ
か

ら

一
〇

〇

人
程

、

シ

レ
ト

コ
か

ら

一
〇

〇

人
程

の

ア
イ

ヌ

が
参

加

し

た

と

の
記

述

が

あ

り
、

こ

の
こ

ろ

は

か
な

り

の
人

口
が

こ

の
地

域

に
あ

っ
た

と
考

え

ら

れ

る
。

第

二
期

知
床
半
島
の
斜
里
側
は
寛
政
二
年

(
一
七
九
〇
年
)
に

シ
ャ
リ
場
所
が
開
設
さ
れ
和
人
の
支
配
す
る
地
域
と
な
る

が
、
安
政
三
年

(
一
八
五
六
年
)
の
松
浦
武
四
郎
の
記
録

「回
浦
日
記
」
に
は
シ
レ
ト
コ
に
三
戸

一
〇
人
と
あ
り
、
こ

の

一
〇
〇
年
に
満
た
な
い
問
の
ア
イ
ヌ
集
落
の
衰
退
ぶ
り

が
伺
わ
れ
る
。
武
四
郎
は

「知
床
日
誌
」
な
ど
に
場
所
請

負
制
の
も
と
で
非
道
な
扱
い
を
受
け
衰
退
す
る
ア
イ
ヌ
コ

タ
ン
の
様
子
を
憤
り
を
も

っ
て
記
述
し
て
い
る
。
そ
し
て

知
床
硫
黄
山
の
噴
火
の
記
録
も
残
し
た
。
当
時
シ
ャ
リ
場

所
を
領
地
と
し
て
い
た
会
津
藩
に
よ
り
安
政
六
年

(
一
八

五
九
)
に
は
硫
黄
採
掘
が
行
わ
れ
て
い
る
。
会
津
藩
の
知

床
経
営
は
幕
末
か
ら
明
治
維
新
ま
で
の

一
〇
年
足
ら
ず
だ

が
、
ウ
ト
ロ
と
ホ
ロ
ベ
ツ
に
番
屋
が
、
知
床
岬
に
は
通
行

家
が
あ

っ
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
会
津
藩
か
ら

シ
ャ
リ
場
所
を
請
負

っ
て
い
た
又
十
藤
野
に
よ
る
漁
業
は

明
治
に
な

っ
て
も
続
く
。
明
治

一
二
年
の
斜
里
郡
の
漁
場

は
九
箇
所
、
う
ち
ウ
ト
ロ
か
ら
先
に
は
鮭
鱒
の
建
網
場
が

ウ
ト
ロ
、
ホ
ロ
ベ
ツ
、
ル
シ
ャ
に
あ

っ
た
。
明
治
二
九
年

に
は
斜
里
郡
の
半
島
部

(遠
音
別
村
)
の
漁
業
は

一
戸
六

人
。
海
産
物
は
鮭
は
ル
シ
ャ
、
ホ
ロ
ベ
ツ
が
主
で
、
オ
ヒ
ョ

ウ
は
イ
タ
シ
ベ
ウ

ニ
な
ど
、
他
に
ニ
シ
ン
、
タ
ラ
な
ど
種

類
は
多

い
が
漁
獲
高
は
さ
ほ
ど
で
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
。

明
治
に
入
っ
て
も
知
床
硫
黄
山
の
硫
黄
採
掘
は
続
く
。

明
治

=

年
皆
月
善
六
に
よ
る
鉱
山
経
営
が
始
ま
る
が
、

明
治

一
三
年
と
二
二
年
の
硫
黄
噴
出
に
よ
り
硫
黄
採
掘
は

絶
頂
期
を
迎
え
、
皆
月
は
北
海
道
の
硫
黄
主
と
し
て
名
を

は
せ
る
。
硫
黄
山
は
昭
和

=

年
に
も
噴
火
し
第
二
次
硫

黄
採
掘
の
時
代
に
な
る
。
こ
の
時
作
ら
れ
た
運
搬
用
ケ
ー

ブ
ル
の
跡
や
海
岸
の
硫
黄
流
出
防
止
柵
の
跡
が
今
も
残

っ

て
お
り
、
硫
黄
山

へ
の
登
山
道
脇
や
、
海
岸
で
は
観
光
船

か
ら
望
め
る
場
所

に
こ
れ
ら
の
産
業
遺
跡
が
残

っ
て
い

る
。漁

業
や
鉱
業
に
比
べ
農
業
開
拓
の
歴
史
は
浅
い
。
イ
ワ

ウ
ベ
ツ

(岩
尾
別
)
原
野
が
植
民
地
区
画
さ
れ
た
の
は
明

治
四
三
年
、
始
め
て
開
拓
者
が
入

っ
た
の
は
大
正
三
年
の

こ
と
で
あ
る
。
羅
臼
岳
は
最
新
で
七
〇
〇
年
前
の
噴
火
活

動
が
知
ら
れ
る
活
火
山
だ
。
そ
の
山
麓
の
溶
岩
台
地
の
上

の
岩
尾
別
開
拓
地
。
地
表
に
は
大
小
の
岩
が
顔
を
出
し
地

下
水
は
深
く
伏
流
し
て
井
戸
を
掘
る
こ
と
も
ま
ま
な
ら
な

い
。
厳
し
い
土
地
条
件
に
加
え
、
入
植
数
年
後
に
起
き
た

バ
ッ
タ
の
大
発
生
が
追
い
打
ち
を
か
け
、
大
正

一
四
年
ま

で
に
は
全
戸
が
こ
の
地
を
去

っ
た
。
昭
和

一
二
年
に
始
ま

る
二
度
目
の
入
植
も
そ
の
多
く
は
長
続
き
す
る
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
。
終
戦
後
の
昭
和
二
四
年
に
は
政
策
に
よ
る

戦
後
緊
急
入
植
が
あ
り
、
岩
尾
別
大
地
に
三
度
目
の
開
拓

の
鍬
が
入
れ
ら
れ
た
。
し
か
し
火
山
岩
が
堆
積
し
交
通
の

便
も
悪
い
奥
地
の
開
拓
は
戦
前
同
様
に
困
難
を
極
め
た
。

こ
の
こ
ろ
か
ら
未
開
の
地
知
床
が
、
豊
か
な
自
然
環
境

の
保
存
さ
れ
た
半
島
と
し
て
注
目
さ
れ
て
く
る
。
昭
和
二

八
年
に
は
植
物
学
者
の
館
脇
操
博
士
ら
に
よ
り
知
床
で
初

め
て
の
学
術
調
査
が
行
わ
れ

「網
走
道
立
公
園

・
知
床
半

島
学
術
報
告
書
」
(
一
九
五
四
年
)
に
ま
と
め
ら
れ
た
。
そ

し
て
知
床
の
景
観
と
原
始
性
が
徐
々
に
専
門
家
や
中
央
に

知
ら
れ
て
ゆ
く
。
昭
和
三
〇
年
代
に
何
度
も
知
床
を
訪
れ
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た
作
家

の
戸
川
幸
夫
は
写
真
を
多
数
使

っ
た

「
野
生
の

旅
・知
床
半
島
」

(昭
和
三
六
年
、
新
潮
社
)

で
知
床

の
自

然
と
そ
こ
に
生
き
る
人
を
紹
介
し
た
。
ま
た
、
小
説

「
オ

ホ
ー
ツ
ク
老
人
」
と
そ
の
映
画
化
作
品
で
あ
る

「地
の
果

て
に
生
き
る
も
の
」
で
知
床
が
全
国
に
知
ら
れ
て
ゆ
く
。

知
床
の
調
査
に
来
て
い
た
学
者
ら
が
メ
ン
バ
ー
に
な

っ
て

い
た
国
の
自
然
公
園
審
議
会
は
昭
和
三
六
年
、
知
床
を
国

立
公
園
に
指
定
す
る
よ
う
答
申
す
る
。
「原
始
的
な
景
観
の

保
護
の
た
め
速
や
か
に
国
立
公
園
に
指
定
す
る
こ
と
が
必

要
」
と
さ
れ
、
地
元
の
陳
情
も
ほ
と
ん
ど
な

い
中
で
の
答

申
だ

っ
た
こ
と
が
特
徴
だ
。

第

三
期

・
四
期

昭
和
三
九
年
、
知
床
は
南
ア
ル
プ
ス
と
共
に
我
が
国
二

二
番
目
の
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
る
。

一
方
、
答
申
か
ら

国
立
公
園
指
定
ま
で
の
間
に
知
床
林
道
と
知
床
横
断
道
路

が
着
工
す
る
。
昭
和
三
七
年
に
着
工
し
た
知
床
林
道
は
ル

シ
ャ
ま
で
の
二
三
キ

ロ
に
及
び
、
海
に
面
し

た
山
肌
を

削

っ
た
だ
け
の
道
路
は
完
成
後
も
長
く
崩
落

を
繰
り
返
す

こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
沿
線
の
森
林
資
源
や
鉱
物
資
源
開

発
の
た
め
の
産
業
道
路
と
し
て
計
画
さ
れ
、
昭
和
三
八
年

に
着
工
し
た
開
発
道
路
宇
登
呂
羅
臼
線
(知
床
横
断
道
路
)

は
完
成
ま
で
の

一
八
年
間
に
わ
た
り
難
工
事
が
続
け
ら
れ

る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
国
立
公
園
指
定

に
よ

っ
て

知
床
は
始
め
て
保
護

へ
の
道
を
歩
み
始
め
る
が
、
し
ば
ら

く
の
間
は
開
発
と
保
護
が
並
行
も
し
く
は
せ
め
ぎ
合
う
関

係
が
続
く
こ
と
に
な
る
。
そ
う
し
た
中
、
岩
尾
別
の
開
拓

地
は
国
立
公
園
内
に
残
さ
れ
た
唯

一
の
農
地
と
な
る
。
戦

後
も
困
難
を
極
め
て
い
た
岩
尾
別
の
農
業
開
拓
は
、
昭
和

四

一
年
最
後
に
残

っ
た
二
四
戸
が
市
街
地

へ
集
団
移
転
す

る
こ
と
に
よ
り
終
息

へ
と
向
か
う
。
そ
の
離
農
し
た
土
地

は
不
動
産
グ
ル
ー
プ
な
ど
に
ね
ら
わ
れ
る
と

こ
ろ
と
な
る

が
、
知
床
を
乱
開
発
か
ら
守
る
た
め
に
ス
タ
ー
ト
し
た
知

床
百
平
方
メ
ー
ト
ル
運
動
に
よ
り
、
土
地
の
買
い
取
り
と

植
林
が
進
め
ら
れ
た

知
床
の
保
護
区
と
し
て
の
歩
み
は

一
九

八
○
年
代
に

入

っ
て
加
速
す
る
。

一
九
八
○
年
に
は
遠
音
別
岳
周
辺
が

原
生
自
然
環
境
保
全
地
域
に
指
定
さ
れ
、

一
九
八
二
年
に

は
国
立
公
園
よ
り

一
回
り
大
き
な
エ
リ
ア
が
国
設
知
床
鳥

獣
保
護
区
と
な

っ
た
。
環
境
省
に
よ
る
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
の

保
護
増
殖
事
業
も
始
ま
る
。
知
床
百
平
方
メ
ー
ト
ル
運
動

も
全
国
展
開
を
続
け
、
運
動
参
加
者
の
子
弟
が
知
床
で

一

週
間
の
自
然
体
験
を
す
る
知
床
自
然
教
室
も

一
九
八
○
年

に
ス
タ
ー
ト
す
る
。

一
九
八
六
年
か
ら
翌
年
春
に
わ
た
っ

た
知
床
国
有
林
伐
採
問
題
は
保
護
と
開
発
を
め
ぐ
る
知
床

で
最
後
の
衝
突
と
な
っ
た
。
こ
の
知
床
国
有
林
問
題
や
白

神
国
有
林
の
問
題
を
契
機
に
林
野
庁
は
森
林
管
理
の
あ
り

か
た
を
大
き
く
転
換
す
る
。
そ
の
旦
ハ体
的
な
形
と
し
て
新

し
い
保
護
林
制
度
で
あ
る

「森
林
生
態
系
保
護
地
域
」
が

生
ま
れ
た
。

一
九
九
〇
年
知
床
は
白
神
、
屋
久
島
な
ど
と
共
に
こ
の

森
林
生
態
系
保
護
地
域
に
指
定
さ
れ
る
。
国
立
公
園
、
鳥

獣
保
護
区
、
森
林
生
態
系
保
護
地
域
と
、
こ
れ
ら
三
つ
の

保
護
区
が
重
な
り
合
い
、
原
生
自
然
環
境
保
全
地
域
を
加

え
て
知
床
は
我
が
国
で
も
最
も
保
護
の
進
ん
だ
国
立
公
園

と
な

っ
た
。
ソ
フ
ト
面
で
は
ヒ
グ
マ
と
人
と
の
接
触
の
回

避
策
な
ど
野
生
生
物
と
の
共
存
を
図
る
べ
く
日
々
の
調
査

結
果
に
基
づ
い
た
保
護
管
理
策
が
行
わ
れ
て
い
る
。

お
わ
り
に

今
回
の
世
界
自
然
遺
産

へ
の
推
薦
は
知
床
の
歴
史
上

一

つ
の
節
目
に
な
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
。
推
薦

に
至
る

様
々
な
作
業
の
中
で
住
民
と
行
政
、
専
門
家
ら
に
よ
る
い

く
つ
も
の
会
議
が
開
か
れ
議
論
が
続
け
ら
れ
た
。
I
U
C

N
か
ら
の
二
度
目
の
書
簡
を
前
に
し
て
、
こ
の
議
論
は
今

も
ま
だ
続

い
て
い
る
。
五
〇
年
前
、
い
や
三
〇
年
前
で
さ

え
今
の
知
床
の
姿
、
こ
の
状
況
を
想
像
す
る
こ
と
は
難
し

か
っ
た
だ
ろ
う
。
三
〇
年
後
、
五
〇
年
後
に
今
の
我
々
の

想
像
を
超
え
た
自
然
と
人
の
調
和
し
た

「世
界
の
宝
」
が

存
在
し
て
い
る
こ
と
を
願
い
た
い
。

参
考
文
献

秋
葉
実
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(
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史
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史
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史
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会

(
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〇
)
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史
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一
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五
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頁
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場
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史
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史
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漁
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史
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員
会

(
一
九
七
九
)
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里
漁
業
史
。
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八
六
頁

斜
里
漁
業
史
編
纂
委
員
会

俵
浩
三

(
一
九
七
九
)
北
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道
の
自
然
保
護
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八
頁
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幌
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川
元

(
一
九
八
五
)
知
床
を
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ぐ
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然
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護
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開
発
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歴
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床
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i
自
然
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四
四

-
四
五
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自
然
の
会
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東
京

羅
臼
町
史
編
纂
委
員
会

(
一
九
七
〇
)
羅
臼
町
史
。
八
五

九
頁

羅
臼
町

羅
臼
町
百
年
史
編
集
委
員
会

(二
〇
〇

一
)
羅
臼
町
百
年

史
。

一
八
三
二
頁

羅
臼
町
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年
表

知
床
国
立
公
園
地
域
の
歴
史

約
八
○
○
○
年
前

縄
文
時
代
早
期
の
遺
跡

(幌
別
川
口
遺
跡
)

縄
文
～
続
縄
文
時
代
を
経
て
擦
文
時
代

(～

一
二
世
紀
)

へ

六
～

一
一
世
紀

オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
期
が
並
立

=
二
世
紀
～

ア
イ
ヌ
文
化
期

約
七
〇
〇
年
前

(
一
四
世
紀
)

最
も
新
し
い
羅
臼
岳
の
噴
火
活
動

一
六
六
九
年

(寛
文
九
年
)

シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
の
乱
に
ル
シ
ャ
と
知
床
岬
の
ア
イ
ヌ
が
参
加

(文
献
上
最
初
の
知
床
に
関
す
る
記
述
)

一
七
八
九
年

(寛
政
元
年
)

寛
政
蝦
夷
の
乱

(国
後

・
目
梨
の
乱
)
に
目
梨
領

(羅
臼
)
の
ア
イ
ヌ
が
参

加

一
七
九
〇
年

(寛
政
二
年
)

シ
ャ
リ
場
所
分
設

一
八
四
六
年

(弘
化
三
年
)

松
浦
武
四
郎
初
め
て
斜
里

・
知
床
岬
問
を
往
復

(再
航
蝦
夷
日
誌
)

一
八
五
八
年

(安
政
五
年
)

松
浦
武
四
郎
羅
臼
か
ら
半
島
を

一
周
し
斜
里
へ

(戊
午
第
二
二
巻
)

「
知
床
日
誌
」
に
は
ア
イ
ヌ
集
落
の
状
況
や
硫
黄
山
噴
火
を
記
述

一
八
五
九
～
六
七
年

会
津
藩
に
よ
る
硫
黄
採
掘
事
業

(安
政
六
年
～
慶
応
三
年
)

一
八
七
三
年

(明
治
六
年
)

開
拓
使
の
雇
米
人
地
質
学
者
ラ
イ
マ
ン
が
知
床
硫
黄
山
を
調
査

一
八
七
八
年

(明
治

二

年
)

皆
月
善
六
に
よ
る
硫
黄
採
掘
始
ま
る

(明
治
三
六
年
ま
で
継
続
)

一
八
八
○
年

(明
治

=
二
年
)

知
床
硫
黄
山
噴
火
、
明
治
二
二
、
二
一二
、
二
八
年
に
も
硫
黄
噴
出

一
九

一
〇
年

(明
治
四
三
年
)

岩
尾
別
原
野
が
植
民
地
区
画
さ
れ
る

一
九

一
四
年

(大
正
三
年
)

岩
尾
別
に
最
初
の
開
拓
者
入
植
。
そ
の
後
集
団
入
植
で
開
拓
者
増
加
す
る
が
、

バ
ッ
タ
の
大
発
生

(大
正
八
年
頃
)
な
ど
に
よ
り
、
大
正

一
四
年

(
一
九
二

五
年
)
ま
で
に
全
戸
が
退
去

一
九
三
六
年

(昭
和

一
一
年
)

知
床
硫
黄
山
噴
火

・
硫
黄
噴
出

(昭
和

一
五
年
ま
で
硫
黄
採
掘
)

一
九
三
七
年

(昭
和

一
二
年
)

岩
尾
別
に
再
度
入
植
は
じ
ま
る

一
九
四
九
年

(昭
和
二
四
年
)

戦
後
緊
急
開
拓
政
策
に
よ
る
岩
尾
別
入
植

一
九
五
三
年

(昭
和
二
八
年
)

知
床
半
島
初
の
学
術
調
査
が
館
脇
操
、
犬
飼
哲
夫
氏
ら
に
よ
り
実
施
さ
れ
る

一
九
五
八
年

(昭
和
三
三
年
)

斜
里
ウ
ト
ロ
間
の
道
路
開
通

一
九
五
九
年

(昭
和
三
四
年
)

作
家
戸
川
幸
夫
が
知
床
の
自
然
や
野
生
動
物
を
紹
介

一
九
六

一
年

(昭
和
三
六
年
)

国
の
自
然
公
園
審
議
会
が
知
床
の
国
立
公
園
指
定
を
答
申

一
九
六
二
年

(昭
和
三
七
年
)

知
床
林
道
着
工

(
一
九
六
九
年
開
通
)

一
九
六
三
年

(昭
和
三
八
年
)

開
発
道
路
宇
登
呂
羅
臼
線

(知
床
横
断
道
路
)
着
工

同
年

知
床
岬
に
無
人
灯
台
完
成

同
年

知
床
岬
に
ロ
ッ
ジ
建
設
計
画
。
地
元
住
民
の
反
対
な
ど
で
中
止
。

一
九
六
四
年

(昭
和
三
九
年
)

知
床
国
立
公
園
指
定

(
一
九
八
四
年
、
九
五
年
に
公
園
計
画
の
改
訂
、
保
護

強
化
)

一
九
六
五
年

(昭
和
四
〇
年
)

北
海
道
教
育
委
員
会
に
よ
る
知
床
半
島
特
別
調
査
実
施
さ
れ
る

一
九
六
六
年

(昭
和
四

一
年
)

岩
尾
別
開
拓
地
に
残
る
最
後
の
二
四
戸
が
集
団
移
転

一
九
六
六
年

(昭
和
四

一
年
)

知
床
国
立
公
園
羅
臼
管
理
官
事
務
所
開
設
さ
れ
レ
ン
ジ
ャ
ー

一
名
配
置
さ
れ

る

一
九
七

一
年

(昭
和
四
六
年
)

「知
床
旅
情
」
の
ヒ
ッ
ト
に
よ
る
知
床
ブ
ー
ム
で
観
光
客
増
加

一
九
七
二
年

(昭
和
四
七
年
)

斜
里
町
自
然
保
護
条
例
制
定

一
九
七
四
年

(昭
和
四
九
年
)

斜
里
羅
臼
両
町
に
よ
る

「知
床
憲
章
」
制
定

同
年

斜
里
町
の
自
然
保
護
団
体
「青
い
海
と
緑
を
守
る
会
」
(知
床
自
然
保
護
協
会

の
前
身
)
が
発
足

一
九
七
七
年

(昭
和
五
二
年
)

知
床
百
平
方
メ
ー
ト
ル
運
動
ス
タ
ー
ト

同
年

知
床
岬
地
区

(文
吉
湾
)
に
避
難
港
完
成

一
九
七
八
年

(昭
和
五
三
年
)

知
床
博
物
館
開
館

一
九
七
九
年

(昭
和
五
四
年
)

北
大
山
岳
部
が
知
床
縦
走
中
に
遭
難
、
三
名
死
亡

一
九
七
九
～
八
○
年

(昭
和
五
四
～
五
五
年
)北
薯

に
ょ
る
知
床
半
島
自
然
生
態
系
総
△
.
調
査
実
施

一
九
八
○
年

(昭
和
五
五
年
)

同
年

同
年

一
九

八

一
年

(昭
和
五
六
年
)

一
九

八
二
年

(昭
和
五
七
年
)

同
年

一
九

八
三
年

(昭
和
五
八
年
)

一
九

八
四
年

(昭
和

五
九
年
)

一
九

八
六
年

(昭
和
六

一
年
)

一
九

八
六
～

八
七
年

(昭
和
六

一
～

六
二
年

)

一
九

八
七
年

(昭
和

六
二
年
)

一
九

八
八
年

(昭
和

六
三
年
)

一
九
九
〇
年

同
年

一
九
九

一
年

同
年

(平
成

二
年

)

(平
成

三
年

)

一
九
九
七
年

(平
成
九
年
)

一
九
九
九
年

(平
成

=

年
)

二
〇
〇
二
年

(平
成

一
四
年
)

二
〇
〇
三
年

(平
成

一
五
年

)

二
〇
〇
四
年

(平
成

=
ハ
年
)

知
床
横
断
道
路
開
通

第

一
回
知
床
自
然
教
室
開
催

遠
音
別
岳
原
生
自
然
環
境
保
全
地
域
指
定

地
元
と
道
内
自
然
保
護
団
体
合
同
の
知
床
横
断
道
路
事
後
調
査
実
施

国
設
知
床
鳥
獣
保
護
区
指
定
。
斜
里
猟
友
会
が
春
グ

マ
駆
除
自
粛

シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
保
護
増
殖
事
業
開
始

羅
臼
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
開
館

環
境
庁
に
よ
る
遠
音
別
岳
原
生
自
然
環
境
保
全
地
域
調
査
実
施

半
島
先
端
部
の
ウ
イ
ー
ヌ
プ
リ
岳
稜
線
で
山
火
事
発
生

知
床
国
有
林
伐
採
問
題

伐
採
反
対
派
の
午
来
昌
前
知
床
自
然
保
護
協
会
会
長
が
斜
里
町
長
に
当
選

知
床
自
然
セ
ン
タ
ー
開
設
。
自
然
ト
ピ
ア
し
れ
と
こ
管
理
財
団

(現

・
知
床

財
団
)
設
立

知
床
森
林
生
態
系
保
護
地
域
指
定

ス
ノ
ー
モ
ビ
ル
乗
り
入
れ
規
制
開
始

ウ
ト
ロ
に
国
立
公
園
管
理
官
配
置

国
立
公
園
内
民
有
林
の
伐
採
計
画
不
許
可
処
分
。
後
に
道
が
民
有
林
買
い
上

げ知
床
百
平
方
メ
ー
ト
ル
運
動
募
金
目
標
達
成
、
新
運
動

へ

五
湖

・
カ
ム
イ
ワ
ッ
カ
間
の
車
両
規
制
実
施

国
指
定
知
床
鳥
獣
保
護
区
の
改
訂

(面
積
拡
大
、
特
別
保
護
指
定
区
域
設
定

等
)

知
床
森
林
生
態
系
保
護
地
域
の
改
訂

(保
存
地
域
、
保
全
利
用
地
域
共
に
拡

大
)

ユ
ネ
ス
コ
に
知
床
の
世
界
自
然
遺
産
登
録
を
推
薦
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